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題字は、山下光一前名誉会長

　２年ぶりに当連合会が開いた賀詞交歓会（上段左）は、各

界から大変、多くの来賓が出席。にこやかに新年の挨拶を交

わしました。都女性部連合会の賀詞交歓会（上段右）には国

会議員が初めて参加。議員から挨拶をいただきました。

　一方、多摩地域におけるモノづくりの最大の展示会である

「第６回たま工業交流展」（下段）は１４１企業・団体・学校がピ

カピカの自慢の技術・製品、それと事業を披露。来場者に関心

を持つよう強くアピールをしました。 （２、３、４面参照）

◆　盛大に賀詞交歓会

◆　１９年度観光立島シンポジウム事業は小笠原

村で開催

◆　第６回多摩工業交流展を開催

◆　ギフト・ショーで多摩地域の観光をＰＲ

◆　「駅ナカ」の課税を強化

◆　三鷹商工会が安全安心パトロール

◆　東久留米市商工会が設立45周年記念式典

◆　商工Ｑ＆Ａ

◆　多摩・島しょ地域のイベント
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石
川
昌
宏
副
会
長
が
「
胸
襟
を
開
い
て

年
の
初
め
を
談
論
風
発
で
飾
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
開
会
の
辞
を
述
べ
、
交
歓
会

を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
桂
会
長
が
主
催
者
挨
拶
。

　

桂
会
長
は
①
小
規
模
・
零
細
企
業
の
景

況
感
は
け
っ
し
て
良
く
な
い
こ
と
②
会
員

は
減
少
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
商
工
会
が
事
業
者
に
対
し
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
こ
と
③
多
摩
地
域
が
地

理
的
、
産
業
的
に
も
大
変
、
恵
ま
れ
、

「
多
摩
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
」
と
し
て
将
来

の
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に

触
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
上
で
桂
会
長
は
志
を
同
じ
く

す
る
者
が
力
を
合
わ
せ
て
難
し
い
問
題
に

ど
う
対
応
す
る
か
と
い
う
意
味
を
指
す
、

菅
原
道
真
公
の
言
葉
で
あ
る
「
和
衷
協

同
」
を
採
り
上
げ
、「
衆
知
を
結
集
。
こ

れ
ま
で
以
上
の
努
力
を
し
な
い
と
新
し
い

道
は
開
け
な
い
」
と
し
、
決
意
を
示
す
と

と
も
に
、
事
業
運
営
へ
の
協
力
を
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
職
員
の
再
教
育
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
や
、
収
益
事
業
推
進
に
ま
い
進

し
て
い
る
こ
と
も
紹
介
。
最
後
に
「
政
治

と
行
政
、
そ
し
て
、
産
業
界
が
お
互
い
の

持
分
を
踏
ま
え
て
協
力
し
合
っ
た
と
き
に
、

必
ず
新
し
い
風
が
吹
く
と
期
待
も
し
て
い

る
」
と
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
三
人
の
来
賓
の
方
か
ら
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

桂会長「衆知を結集。 
　これまで以上の努力で新しい道を」 
　　　　　　　　　　と決意を述べる 
 

桂会長「衆知を結集。 
　これまで以上の努力で新しい道を」 
　　　　　　　　　　と決意を述べる 
 

盛大に賀詞交歓会を開く  

華やいだ中で新年をスタート  

島
田
産
業
労
働
局
長
「
モ
ノ
づ
く
り
、
人
づ
く
り
の 

多
摩
拠
点
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」 

島
田
産
業
労
働
局
長
「
モ
ノ
づ
く
り
、
人
づ
く
り
の 

多
摩
拠
点
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」 

　当連合会は１月１６日、立川市内のホテルで

盛大に賀詞交歓会を開きました。東京都の島

田健一産業労働局長、経済産業省関東経済産

業局の脇本眞也局長、国会議員、都議会議員、

市長ら来賓８４名が出席、８０名の商工会関係者

とともに新年を祝いました。当連合会の交歓

会は０５年以来、２年ぶりの開催です。挨拶に

立った桂�夫会長は「時代の大きなうねり中

で商工会も、産業界も、社会も曲がり角に直

面している」と指摘。「これを乗り切るには

衆知を結集。これまで以上の努力をしないと

新しい道は開けない」と語り、新年に臨む決

意を示すとともに、事業運営への協力を呼び

掛けました。また、島田産業労働局長は「東

京の産業、多摩の産業力の強化に全力を尽く

していきたいが、何よりも商工会の皆様のご

協力が不可欠」と商工会の今後の活動へ期待

を述べました。 （１面参照）

和やかな懇談が続いた賀詞交歓会

主催者挨拶をする桂会長
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島
田
産
業
労
働
局
長
は
昨
年
末
、
東
京

都
が
発
表
し
た
、
東
京
の
十
年
後
の
未
来

像
を
示
し
た
報
告
書
「
十
年
後
の
東
京
」

と
産
業
労
働
局
の
十
九
年
度
の
施
策
と
予

算
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
。

　
「
十
年
後
の
東
京
」
で
は
目
標
が
八
つ

あ
る
こ
と
を
紹
介
。「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
に
繋
が
る
の
で
ご
活
用
、
ご
支
援
を
い

た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

十
九
年
度
の
施
策
と
予
算
で
は
「
モ
ノ

づ
く
り
、
人
づ
く
り
の
多
摩
拠
点
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
」、「
商
工
会
へ
の
支
援

に
つ
い
て
は
前
年
度
並
み
の
予
算
を
措

置
」
と
し
、
こ
の
上
で
「
商
工
会
の
皆
様

の
協
力
が
不
可
欠
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

脇
本
眞
也
関
東
経
済
産
業
局
長
は
景
気

の
実
態
や
、
経
済
産
業
省
の
施
策
を
述
べ

た
後
、「
ヤ
ル
気
と
能
力
の
あ
る
地
域
を

重
点
に
応
援
を
し
て
い
き
た
い
。
正
に
多

摩
地
域
は
そ
う
い
う
地
域
」
と
語
り
ま
し

た
。

　

三
田
敏
哉
東
京
都
議
会
議
員
は
決
ま
っ

た
ば
か
り
の
都
の
十
九
年
度
予
算
に
つ
い

て
商
工
予
算
確
保
に
尽
力
し
た
こ
と
を
紹

介
。「
皆
さ
ん
と
一
緒
に
手
を
携
え
て
多

摩
の
よ
り
充
実
、
発
展
の
た
め
に
全
力
で

ま
い
進
す
る
こ
と
を
都
議
会
を
代
表
し
て

お
誓
い
申
し
上
げ
る
」
と
力
を
込
め
ま
し

た
。

　

三
人
の
来
賓
挨
拶
の
後
、
羽
村
市
の
並

木
心
市
長
・
東
京
都
中
小
企
業
対
策
審
議

会
委
員
が
演
台
に
立
ち
「
充
実
し
た
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
」
と
音
頭
を
取
り
、
参

加
者
全
員
で
グ
ラ
ス
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

懇
談
に
入
っ
て
保
坂
三
蔵
参
議
院
議
員

は
「
大
企
業
、
製
造
業
、
外
需
専
門
に
回

復
し
て
き
た
経
済
を
い
か
に
広
げ
る
か
が

今
年
の
テ
ー
マ
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
来

賓
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

華
や
い
だ
雰
囲
気
の
中
、
東
京
都
の
幹

部
、
経
済
産
業
省
幹
部
、
国
会
議
員
、
都

議
会
議
員
、
市
長
ら
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー

が
揃
っ
た
新
年
賀
詞
交
歓
会
は
一
時
間
余

に
亘
っ
て
歓
談
が
行
わ
れ
た
後
、
神
石
實

副
会
長
の
中
締
め
で
閉
会
を
し
ま
し
た
。

　

東
京
都
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
一
月

二
十
四
日
、
立
川
市
内
の
ホ
テ
ル
で
新
年

賀
詞
交
歓
会
（
１
面
参
照
）
を
開
き
ま
し

た
。
交
歓
会
に
先
立
ち
、
新
春
講
演
会
も

開
催
し
ま
し
た
。
交
歓
会
に
は
会
員
、
そ

れ
と
桂
�
夫
・
当
連
合
会
会
長
、
坂
爪
正

二
・
同
専
務
理
事
、
波
多
野
章
裕
・
東
京

都
商
工
会
青
年
部
連
合
会
会
長
、
松
本
洋

平
・
衆
議
院
議
員
ら
来
賓
、
合
わ
せ
て
百

十
二
人
が
出
席
。
華
や
い
だ
雰
囲
気
の
中
、

新
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

交
歓
会
で
主
催
者
挨
拶
に
立
っ
た
廣
瀬

可
世
子
会
長
は
「
地
域
社
会
、
市
民
社
会

を
良
く
す
る
の
は
異
業
種
の
会
」
と
い
う

緒
方
貞
子
・
前
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
の

発
言
を
紹
介
し
「
本
当
に
我
々
は
そ
の
通

り
。
私
達
こ
そ
が
地
域
社
会
を
良
く
す
る

異
業
種
の
会
」
と
し
ま
し
た
。
そ
し
て

「
私
達
、
商
工
会
女
性
部
と
い
う
の
は
各

市
で
影
響
力
の
あ
る
方
達
の
集
ま
り
。
だ

か
ら
、
も
っ
と
結
集
を
し
て
山
で
も
何
で

も
動
か
せ
る
よ
う
元
気
な
会
と
し
た
い
」

と
力
を
込
め
ま
し
た
。

　

続
い
て
祝
辞
を
述
べ
た
桂
�
夫
・
当
連

合
会
会
長
は
①
政
治
の
場
に
現
場
の
変
化

を
届
け
る
た
め
地
元
の
政
治
家
と
接
点
を

是
非
、
持
つ
こ
と
②
商
工
会
の
地
域
経
済

団
体
と
し
て
の
役
割
が
ど
ん
ど
ん
膨
ら
み
、

こ
れ
と
と
も
に
地
域
の
大
企
業
、
中
堅
企

業
も
会
員
と
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
③
横
田
基
地
軍
民
共
用
化
の
イ
ン

パ
ク
ト
が
大
き
い
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
松
本
洋
平
・
衆
議
院
議
員
か

ら
来
賓
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
松
本

洋
平
議
員
の
出
席
は
女
性
部
賀
詞
交
歓
会

に
初
め
て
国
会
議
員
が
出
席
を
す
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
波
多
野
章
裕
・
東
京
都
商
工

会
青
年
部
連
合
会
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
を

し
、
歓
談
に
入
り
ま
し
た
。

　

新
春
講
演
会
は
講
談
家
の
桃
川
鶴
女
さ

ん
が
「
多
摩
の
歴
史
と
今
後
の
行
方
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
を
し
ま
し
た
。

脇
本
関
東
経
済
産
業
局
長
「
ヤ
ル
気
と
能
力
の
あ
る 

地
域
を
応
援
。
多
摩
は
そ
う
い
う
地
域
」 
脇
本
関
東
経
済
産
業
局
長
「
ヤ
ル
気
と
能
力
の
あ
る 

地
域
を
応
援
。
多
摩
は
そ
う
い
う
地
域
」 

来賓挨拶をする島田産業労働局長

都女性部連合会も 
賀詞交歓会 
 
廣瀬会長 
「山でも動か 
せる会に…」
　　　と呼び掛け 

「元気な会に…」と廣瀬会長
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笠
原
諸
島
の
活
性
化
に
向
け
て
―
を
話
し

合
い
ま
し
た
。

　

①
は
三
宅
島
で
開
い
た
シ
ン
ポ
に
つ
い

て
評
価
を
出
し
合
っ
た
も
の
で
す
。
②
は

六
商
工
会
の
会
長
、
事
務
局
長
が
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
運
営
の
現
状
、
課
題
に
つ
い
て

報
告
を
し
ま
し
た
。

　

③
で
は
全
国
の
島
し
ょ
地
域
の
先
進
的

な
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　

冒
頭
、
桂
�
夫
会
長
は
「
商
工
会
は
商

工
会
の
歴
史
の
中
で
一
番
の
転
換
点
を
迎

え
て
い
る
」と
し「
ど
れ
だ
け
、こ
の
世
の

中
の
変
化
に
対
応
で
き
る
か
が
、こ
れ
か

ら
の
大
き
な
課
題
だ
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

当
連
合
会
は
二
月
七
日
、
東
京
・
海
岸

の
ア
ジ
ュ
ー
ル
竹
芝
で
平
成
十
八
年
度
島

し
ょ
商
工
会
地
域
活
性
化
対
策
研
究
会
議

を
開
き
、
十
九
年
度
観
光
立
島
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
事
業
に
つ
い
て
検
討
を
し
た
結
果
、

小
笠
原
村
で
開
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
六
月
を
候
補
に

予
定
し
て
い
ま
す
。
専
門
家
や
地
域
興
し

に
取
り
組
む
関
係
者
が
集
ま
っ
て
島
の
活

性
化
策
に
つ
い
て
話
し
合
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
伊
豆

諸
島
全
て
で
実
施
。
小
笠
原
村
で
の
開
催

の
み
が
未
実
施
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
十
一
年
度
に
第
一
回
を
開
催
し
た

同
事
業
は
こ
れ
で
島
し
ょ
地
域
全
て
の
島

で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

会
議
で
は
こ
の
ほ
か
に
①
平
成
十
八
年

度
観
光
立
島

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
報
告
②
島

の
現
状
に
つ

い
て
商
工
会

か
ら
の
報
告

③
全
国
の
島

し
ょ
地
域
の

活
性
化
事
例

と
伊
豆
、
小

19
年
度
観
光
立
島
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
業
は
小
笠
原
村
で
開
催 

　
　
　
　
　
　
18
年
度
島
し
ょ
商
工
会
地
域
活
性
化
対
策
研
究
会
議
で
決
定 

小笠原村での開催を決めた島しょ会議

　

当
連
合
会
・
商
工
会
、
会
議
所
、
行
政
、

金
融
機
関
な
ど
多
摩
地
区
の
関
係
機
関
で

つ
く
る
た
ま
工
業
交
流
展
実
行
委
員
会
は

二
月
十
六
、
十
七
の
両
日
、
立
川
市
内
の

国
営
昭
和
記
念
公
園
み
ど
り
の
文
化
ゾ
ー

ン
で
「
第
六
回
た
ま
工
業
交
流
展
」
を
開

き
ま
し
た
。
交
流
展
で
は
出
展
を
し
た
百

四
十
一
企
業
・
団
体
・
学
校
が
技
術
・
製

品
、
事
業
活
動
を
紹
介
・
Ｐ
Ｒ
し
、
当
連

合
会
は
経
営
相
談
、
創
業
相
談
に
応
え
ま

し
た
。

　

二
日
間
で
一
万
一
千
四
百
人
が
来
場
し

ま
し
た
。

　

同
展
は
域
内
の
企
業
・
団
体
・
学
校
の

事
業
内
容
や
活
動
を
互
い
に
知
り
合
い
、

理
解
を
し
、
潜
在
力
を
秘
め
た
多
摩
地
域

の
モ
ノ
づ
く
り
力
を
さ
ら
に
、
高
め
て
い

こ
う
と
い
う
狙
い
で
す
。

　

初
日
は
午
前
九
時
半
か
ら
会
場
で
当
連

合
会
の
桂
�
夫
会
長
や
実
行
委
員
会
を
構

成
す
る
十
五
商
工
会
の
会
長
、
工
業
部
会

長
、
立
川
、
昭
島
、
羽
村
市
の
市
長
ら
が

出
席
し
て
開
会
式
（
１
面
参
照
）
を
行
い
、

岩
�
泉
実
行
委
員
会
委
員
長
ら
が
挨
拶
。

ま
た
、
脇
本
眞
也
関
東
経
済
産
業
局
長
も

出
席
し
て
来
賓
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

交
流
展
で
は
初
日
に
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
立

川
で
基
調
講
演
、
出
展
企
業
交
流
懇
親
会

も
開
き
ま
し
た
。

　

当
連
合
会
は
一
月
二
十
七
日
か
ら
土
、

日
ご
と
に
五
日
間
、
国
立
市
の
「
せ
き
や

ホ
ー
ル
」
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
Ｏ
Ｌ
、
主

婦
、
学
生
ら
を
対
象
に
新
規
開
業
に
必
要

な
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
体
系
的
に
教
え
る

セ
ミ
ナ
ー
「
東
京
商
人
塾
」
を
開
き
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成

と
開
業
の
手
続
き
」、「
資
金
調
達
と
助
成

金
の
活
用
方
法
」、「
効
果
の
上
が
る
営

業
・
販
売
促
進
」
な
ど
盛
り
沢
山
の
講
義

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

同
セ
ミ
ナ
ー
は
創
業
、
開
業
を
後
押
し

す
る
の
が
狙
い
で
す
。
当
連
合
会
、
並
び

に
多
摩
地
域
の
二
十
一
商
工
会
は
今
年
度
、

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
多
摩
全
域
で
展
開
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
そ
れ
ら
の
�
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
�
と
い
う
位
置
づ
け
で

実
施
し
ま
し
た
。

　

当
連
合
会
は
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
続
い
て
、

起
業
の
最
終
ス
テ
ー
ジ
に
つ
い
て
も
支
援

し
て
い
く
た
め
に
二
月
十
七
日
か
ら
十
八
、

二
十
四
、
二
十
五
日
の
四
日
間
、
参
加
者

そ
れ
ぞ
れ
が
立

て
た
プ
ラ
ン
で

ビ
ジ
ネ
ス
資
金

を
調
達
す
る
知

識
と
�
技
�
を

学
ん
で
も
ら
う

「
起
業
家
資
金

マ
ッ
チ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
」
も
開

催
し
ま
し
た
。

当
連
合
会

当
連
合
会
  

「
東
京
商
人
塾
」
、「
資
金
マ
ッ

　
チ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

当
連
合
会

当
連
合
会
 

「
東
京
商
人
塾

「
東
京
商
人
塾
」
、「
資
金
マ
ッ

「
資
金
マ
ッ
 

　
チ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

　
チ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
 

「
東
京
商
人
塾
」
、「
資
金
マ
ッ

　
チ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

熱心な質問が飛んだ東京商人塾

１４１
企
業
・
団
体
・
学
校
が
技
術
・
製
品
、
事
業
活
動
を
紹
介

第
６
回
た
ま
工
業
交
流
展
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二
月
十
三
日
か
ら
四
日
間
、
東
京
・
有

明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
か
れ
た

「
第　

回
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

６３

ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー
春
２
０
０
７
」
の
全
国

ふ
る
さ
と

見

本

市

コ
ー
ナ
ー

に
当
連
合

会
は
出
展
、

多
摩
地
域

の
観
光
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

シ
ョ
ー
で
は
多
摩
地
域
の
集
客
交
流
を

促
進
す
る
た
め
に
、
各
商
工
会
管
内
の
観

光
地
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
来
場
者
に
配
布
。

ま
た
、
名
所
を
パ
ネ
ル
で
展
示
、
紹
介
を

し
、
観
光
地
と
し
て
の
多
摩
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

当
連
合
会
、
並
び
に
多
摩
地
域
商
工
会

が
後
援
を
し
、
多
摩
地
域
の
中
小
企
業
の

ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー
で 

多
摩
地
域
の
観
光
を
Ｐ
Ｒ 

 

当
連
合
会 

　

商
業
施
設
を
併
設
す
る
鉄
道
駅
の
固

定
資
産
税
に
つ
い
て
、
当
連
合
会
な
ど

中
小
企
業
四
団
体
は
、
駅
前
の
一
般
商

店
街
な
ど
と
の
税
負
担
が
不
均
衡
と
、そ

の
是
正
を
求
め
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

十
九
年
度
か
ら

課
税
が
強
化
さ

れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ

れ
は
「
駅
ナ
カ
」
の
商
業
施
設
に
つ
い

て
は
「
鉄
軌
道
用
地
」
と
し
て
周
辺
路

線
価
の
三
分
の
一
と
低
く
抑
え
ら
れ
て

き
た
も
の
を
、
国
が
固
定
資
産
評
価
基

準
を
見
直
し
、
改
め
る
も
の
で
す
。

　

見
直
し
の
内
容
は
鉄
道
施
設
と
商
業

施
設
と
に
床
面
積
の
割
合
で
敷
地
面
積

を
按
分
を
し
、
鉄
道
施
設
は
従
来
通
り
、

商
業
施
設
は
周
辺
の
路
線
価
に
基
づ
い

た
評
価
を
行
う
よ
う
に
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。

　

鉄
軌
道
用
地
の
固
定
資
産
評
価
の
見

直
し
に
つ
い

て
は
、
か
ね

て
か
ら
東
京

都
が
問
題
提

起
を
し
て
き
ま
し
た
。
見
直
し
の
時
期

に
つ
い
て
も
次
期
の
評
価
替
え
と
な
る

二
十
一
年
度
が
東
京
都
の
働
き
か
け
か

ら
十
九
年
度
と
な
り
、
同
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
連

合
会
も
都
へ
是
正
を
行
う
よ
う
要
望
書

を
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

11
社
を
表
彰
　 

　
「
第
４
回
多
摩 

　
　
　
　
　
ブ
ル
ー
・
グ
リ
ー
ン
賞
」

優
れ
た
技
術
や
経
営
手
腕
を
評
価
す
る
、

多
摩
信
用
金
庫
の
「
第
４
回
多
摩
ブ

ル
ー
・
グ
リ
ー
ン
賞
」
の
表
彰
式
が
十
二

月
二
十
日
、
立
川
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か

れ
、
技
術
・
製
品
部
門
の
多
摩
ブ
ル
ー
賞

に
七
社
、
経
営
部
門
の
多
摩
グ
リ
ー
ン
賞

に
四
社
、
合
わ
せ
て
十
一
社
を
表
彰
し
ま

し
た
。
式
に
は
関
係
者
百
二
十
人
が
出
席
、

十
一
社
の
受
賞
を
祝
い
ま
し
た
。

　
「
多
摩
ブ
ル
ー
・
グ
リ
ー
ン
賞
」は
、地
域

企
業
に
よ
る
技
術
開
発
や
経
営
戦
略
の
創

造
の
活
力
に
と
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

受
賞
企
業
は
次
の
通
り
で
す
。

　
【
多
摩
ブ
ル
ー
賞
】（
最
優
秀
賞
）
▽
セ

キ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
優
秀
賞
・
特
別

賞
）
▽
オ
ー
サ
ワ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

（
優
秀
賞
）
▽
ア
ー
ト
ビ
ー
ム
▽
テ
ィ
ー

エ
ム
ハ
ン
ズ
▽
Ｎ
Ａ
Ｓ
技
研
▽
武
陽
ガ
ス

▽
�
本
製
作
所

　
【
多
摩
グ
リ
ー
ン
賞
】（
最
優
秀
賞
）▽
京

西
テ
ク
ノ
ス

（
優
秀
賞
・

特
別
賞
）
▽

ク
ォ
ン
タ
ム

ジ
ャ
ン
プ

ジ
ャ
パ
ン
▽

ト
リ
デ
▽

ピ
ー
シ
ー
リ

ン
ク 

　

歯
舞
群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
、
択
捉

島
の
北
方
四
島
の
ロ
シ
ア
か
ら
の
返
還
が

一
向
に
進
展
し
て
い
な
い
中
、
北
方
領
土

の
返
還
を
求
め
る
都
民
会
議
の
第　

回
都

２５

民
大
会
が
一
月
二
十
九
日
、
東
京
・
西
池

袋
の
東
京
芸
術
劇
場
で
開
か
れ
、「
心
を

ひ
と
つ
に
し
て
北
方
領
土
返
還
運
動
を
力

強
く
展
開
し
て
い
く
」
と
す
る
大
会
宣
言

を
採
択
、
四
島
一
括
返
還
を
強
く
求
め
て

い
く
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
開
会
の
辞
の
後
、
川
島
霞
子
会

長
が「
戦
後
六
十
二
年
。今
に
も
四
島
が

帰
っ
て
く
る
か
と
希
望
を
持
っ
た
こ
と
も

何
回
か
あ
っ
た
が
、今
は
前
途
が
ち
ょ
っ

と
暗
い
。し
か
し
、私
ど
も
は
希
望
を
失
わ

な
い
で
一
歩
、

一
歩
様
々
な

運
動
を
展
開

し
て
こ
れ
か

ら
に
備
え
て

い
き
た
い
」

と
主
催
者
挨

拶
を
し
ま
し

た
。

多摩ブルー・グリーン賞の表彰式

「
心
を
ひ
と
つ
に
し
て 

　
運
動
を
展
開
」と
大
会
宣
言 

　
　
北
方
領
土
の
返
還
を
求
め
る 

　
　
　
　
　
都
民
会
議
が
第
25
回
都
民
大
会

都民会議の第２５回都民大会

「
駅
ナ
カ

「
駅
ナ
カ
」の
課
税
を
強
化

の
課
税
を
強
化
 

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
19
年
度
か
ら
実
施
へ

年
度
か
ら
実
施
へ
 

「
駅
ナ
カ
」の
課
税
を
強
化
 

　
　
　
　
　
　
19
年
度
か
ら
実
施
へ
 

当連合会コーナー
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人
が
出
席
。
華
や
い
だ
雰
囲
気
の
中
、
四

十
五
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
挨
拶
に
立
っ
た
才
神
芳
美
会
長

は
「
先
人
達
の
尊
い
意
志
を
引
き
継
ぎ
、

会
員
の
た
め
の
商
工
会
事
業
に
徹
し
て
い

き
た
い
」
と
す
る
と
と
も
に
、「
四
十
五

八
年
度
重
点
事
業
の
一
つ
で
す
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
会
員
事
業
所
二
百
五

十
社
が
市
の
用
意
し
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を
商

工
会
を
通
じ
て
一
社
当
た
り
二
枚
を
受
け

取
り
、
こ
れ
を
会
員
が
営
業
車
な
ど
に

貼
っ
て
行
い
ま
す
。
不
審
事
と
遭
遇
し
た

と
き
は
警
察
に
ど
う
通
報
を
し
、
ど
う
対

応
を
す
る
か
を
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
た
め
一
時
間
程
度
の
セ
ミ
ナ
ー
を

受
け
て
ス
テ
ッ
カ
ー
を
受
け
取
り
ま
す
。

　

三
鷹
市
に
は
自
治
会
な
ど
を
通
じ
市
と

個
人
、
或
い
は
事
業
所
が
個
々
に
対
応
を

し
た
、
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
た
車
が
す
で

に
二
百
五
十
台
ほ
ど
が
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し

て
い
ま
す
。
商
工
会
と
の
覚
書
の
交
換
で

こ
れ
に
五
百
台
が
新
た
に
加
わ
っ
て
パ
ト

ロ
ー
ル
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

覚
書
に
よ
り
会
員
で
あ
れ
ば
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ま
で
の

よ
う
に
市
と
個
々
に
対
応
を
し
な
い
で
済

み
ま
す
。

　

商
工
振
興
だ
け
で
な
く
地
域
づ
く
り
、

街
づ
く
り
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
地
域
に

貢
献
を
し
て
い
き
ま
す
―
。
こ
う
し
た
考

え
か
ら
、
三
鷹
商
工
会
は
、
三
鷹
市
と

「
安
全
安
心
・
市
民
協
働
パ
ト
ロ
ー
ル
」

に
つ
い
て
、
一
月
十
日
、
深
沢
精
一
会
長
、

清
原
慶
子
市
長
と
の
間
で
覚
書
を
交
わ
し
、

安
全
安
心
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
始
め
ま
し
た
。

　

同
商
工
会
で
は
平
成
十
一
年
度
に
三
鷹

市
と
①
市
と
協
力
を
し
て
災
害
時
の
後
始

末
を
行
う
②
市
が
実
施
を
す
る
防
災
訓
練

に
積
極
的
に
参
加
を
す
る
―
を
主
な
内
容

と
す
る
、
災
害
時
に
お
け
る
協
力
に
関
す

る
協
定
書
を
締
結
。
安
全
安
心
の
パ
ト

ロ
ー
ル
は
こ
れ
に
続
く
市
と
の
協
力
の
第

二
弾
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
今
回
の

安
全
安
心
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
市
と
の
協
力

を
さ
ら
に
、
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

会
員
だ
け
で
な

く
、
市
民
の
目

線
に
立
っ
た
事

業
の
取
り
組
み

が
必
要
と
取
り

組
む
こ
と
に
し

ま
し
た
。
安
心
、

安
全
の
街
づ
く

り
は
六
つ
の
十

三
鷹
商
工
会
が
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
 

　
　
地
域
づ
く
り
、
街
づ
く
り
に
積
極
的
参
加
　
市
と
覚
書
に
調
印

三
鷹
商
工
会
が
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
 

　
　
地
域
づ
く
り
、
街
づ
く
り
に
積
極
的
参
加
　
市
と
覚
書
に
調
印

調印後に市長を囲んで

　

東
久
留
米
市
商
工
会
は
一
月
二
十
二
日
、

東
久
留
米
市
商
工
会
館
で
商
工
会
設
立
四

十
五
周
年
記
念
式
典
と
祝
賀
会
、
並
び
に

会
員
新
年
会
を
開
き
ま
し
た
。
式
典
に
は

桂
�
夫
・
当
連
合
会
会
長
、
木
原
誠
二
衆

議
院
議
員
、
加
藤
公
一
衆
議
院
議
員
、
野

崎
重
弥
東
久

留
米
市
市
長
、

都
議
会
議
員
、

市
議
会
議
員

ら
経
済
界
、

政
界
、
行
政

の
関
係
者
ら

と
会
員
、
合

わ
せ
て
百
余

東
久
留
米
市
商
工
会
が
設
立
45
周
年
記
念
式
典
 

　
　
　
　
　
経
済
界
、
政
界
、
行
政
の
関
係
者
ら
100
余
人
が
祝
う
 

東
久
留
米
市
商
工
会
が
設
立
45
周
年
記
念
式
典
 

　
　
　
　
　
経
済
界
、
政
界
、
行
政
の
関
係
者
ら
100
余
人
が
祝
う
 

多くの人が集まった記念式典

周
年
を
機
に
、
会
員
に
と
っ
て
よ
り
身
近

で
頼
れ
る
商
工
会
で
あ
り
続
け
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
桂
�
夫
・
当
連
合
会
会
長
、

野
崎
重
弥
東
久
留
米
市
市
長
ら
が
来
賓
挨

拶
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
で
は
功
労
者
と
永
年
勤
続

優
良
従
業
員
の
表
彰
を
行
い
、
功
労
で
は

役
員
、
青
年
部
、
女
性
部
の
各
功
労
者
二

十
九
人
を
、
永
年
勤
続
で
は
十
七
人
を
そ

れ
ぞ
れ
表
彰
し
ま
し
た
。

（
１
月
１
日
）
▽
武
蔵
村
山
市
・
補
助
員

（
新
規
採
用
）
高
橋
大
樹

（
２
月
１
日
）
▽
三
宅
村
・
補
助
員
（
記

帳
専
任
職
員
）
壬
生
伊
津
子
▽
同
・
記
帳

専
任
職
員
（
補
助
員
）
平
野
剛

　
【
退
職
】（　

月　

日
）
西
東
京
・
補
助

１２

３１

員
千
葉
岳
史　

人
事
交
流 

　このたび、商工会カレン

ダー（平成１９年 経営歳時記

ポスター）における３月第１

週目の日付、及び８月、９月

の土曜日と日曜日の配色に印

刷ミスがあり、会員の皆様に

多大なるご迷惑をお掛けいた

しましたこと、心より深くお

詫び申し上げます。

　今後はこのような事のない

よう、再発防止に細心の注意

を払ってまいりますので、皆

様のご理解とご協力を賜りま

すようお願い申し上げます。

平成１９年３月

東 京 都 商 工 会 連 合 会

㈱プリントショップ国分寺

お　詫　び
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Ａ　

ご
質
問
の
事
業
は
、
十
九
年
度
、
国

が
予
定
し
て
い
る
「
中
小
企
業
の
地
域
資

源
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
事
業
で
す
。
中
小

企
業
な
ど
が
地
域
を
見
直
し
、
自
ら
の

「
強
み
」
で
あ
る
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、

磨
く
取
り
組
み
を
国
が
力
強
く
支
援
す
る

施
策
で
す
。
地
方
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
各
種
の
応
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

《
農
産
物
か
ら
医
療
用
商
品
開
発
へ
》

　

例
え
ば
、
①
地
元
の
農
産
物
の
成
分
を

調
べ
た
結
果
、
健
康
食
品
に
と
ど
ま
ら
ず
、

医
療
用
に
も
需
要
が
見
込
め
る
ケ
ー
ス
。

　

②
優
れ
た
伝
統
的
技
術
を
活
か
し
た
い

が
、
な
か
な
か
発
想
が
浮
か
ば
な
い
ケ
ー

ス
。

　

こ
ん
な
と
き
、
商
品
開
発
や
販
路
開
拓

の
専
門
家
の
派
遣
支
援
や
異
分
野
の
協
力
、

資
金
的
援
助
を
得
て
、
商
品
化
や
事
業
化

の
途
が
開
か
れ
る
。
そ
し
て
、
世
界
市
場

へ
の
雄
飛
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
埋
も
れ
て
い
る
地
域
資
源

を
発
見
し
、
磨
き
、
新
分
野
等
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
・
事
業
化
を
応
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。
農
業
・
工
業
・
商
業
と
の
連
携
、

ま
ち
づ
く
り
や
観
光
、
伝
統
的
文
化
な
ど

地
域
密
着
の
さ
ま
ざ
ま
な
組
み
合
わ
せ
で

宝
探
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
新
規
事
業
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
地
域
主
導

②
販
売
や
ブ
ラ
ン
ド
に
精
通
し
た
人
材

③
従
来
の
垣
根
を
超
え
た
力
の
結
集

④
大
都
市
・
海
外
市
場
を
視
野
に
入
れ
る

―
の
四
つ
で
す
。

　

五
年
間
で
一
千
の
新
事
業
創
出
を
め
ざ

し
、
十
九
年
度
百
億
円
超
の
予
算
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

《
六
省
庁
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！
》

　

国
は
支
援
の
仕
組
み
と
し
て
、
先
進
的

な
取
り
組
み
に
対
し
て
は
六
つ
の
省
庁
が

協
調
す
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
準
備
し

て
い
ま
す
。
大
き
な
波
及
効
果
が
見
込
ま

れ
る
先
進
的
な
取
り
組
み
事
例
に
は
、
成

功
ま
で
導
く
支
援
を
行
う
態
勢
で
す
。
国

が
認
定
し
、
強
力
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
法
律
〔
仮
称
・
中
小
企
業
地
域
資
源

活
用
促
進
法
〕
を
制
定
す
る
予
定
で
す

（
左
図
参
照
）。

　

具
体
的
に
は
、
地
方
、
地
域
の
商
工
会

等
の
商
工
団
体
、
観
光
協
会
な
ど
が
施
策

の
受
け
皿
と
な
り
、
各
種
マ
ッ
チ
ン
グ
の

場
の
提
供
や
交
流
会
開
催
な
ど
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
役
と
な
り
、
外
部
パ
ー
ト
ナ
ー
と

の
つ
な
ぎ
役
と
も
な
り
ま
す
。
地
元
の
農

協
・
漁
協
や
伝
統
的
な
技
術
・
技
能
の
保

存
団
体
な
ど
と
の
連
携
や
公
設
の
試
験
研

究
機
関
と
の
協
力
体
制
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

施
策
の
概
要
は
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

《
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
構
想
段
階
》

　

①
交
流
会
や
研
究
会
開
催
で
地
域
中
小

企
業
と
外
部
の
人
材
や
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動
を
支
援
。

②
研
究
機
関
と
連
携
し
て
地
域
資
源
の
実

用
化
研
究
開
発
を
す
る
場
合
の
委
託
費
支

援
。

《
事
業
実
施
段
階
》

　

①
ア
イ
デ
ア
は
あ
る
が
売
れ
る
か
ど
う

か
不
安
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
い
、

そ
ん
な
時
は
専
門
家
の
派
遣
支
援
②
事
業

の
評
価
、
事
業
計
画
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
支

援
③
試
作
開
発
や
展
示
出
品
し
た
い
が
資

金
が
な
い
時
や
、
商
談
会
や
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
の
開
設
な
ど
販
路
開
拓
面
で
の

資
金
支
援
④
試
作
品
が
で
き
た
が
生
産
設

備
導
入
の
資
金
が
な
い
、
そ
ん
な
時
は

フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
出
資
支
援
⑤
そ
の
他
低

利
融
資
や
減
税
の
支
援
策
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
経
済
産
業
省
、
中
小
企
業

庁
、
各
商
工
会
、
東
京
都
商
工
会
連
合
会

等
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

商
工
Ｑ
＆
Ａ

商
工
Ｑ
＆
Ａ 

商
工
Ｑ
＆
Ａ 

　
Ｑ
　
十
九
年
度
、
地
域
の
農
産
物
や
文
化
財
、
温
泉
な
ど
を
活
用
し
た
中
小
企
業 

の
取
り
組
み
に
国
の
色
々
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
事
業
が
始
ま
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。 

私
ど
も
の
異
業
種
交
流
会
で
挑
戦
し
て
み
よ
う
か
と
思
い
ま
す
。
詳
し
く
教
え
て
く 

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
Ｃ
商
工
会
異
業
種
交
流
会
メ
ン
バ
ー
〕 

こ
れ
な
ら
で
き
る
！ 

　
地
域
の
強
み
を
宝
に
変
え
る
「
資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
」 

こ
れ
な
ら
で
き
る
！ 

　
地
域
の
強
み
を
宝
に
変
え
る
「
資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
」 

回答者
嘱託専門指導員
下地龍二郎
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のんびりと春風に 
　　　誘われるままに 

多摩・島しょ 
地域のイベント 

大特集 Part14（３月－４月） 

のんびりと春風に 
　　　誘われるままに 

問合せ先内　　　　　　　容会　　　　場イベント名日　　 程

小笠原村観光協会
０４９９８－２－２５８７

くじらの陸上観察会三日月山展望台

小笠原くじらフェスタ

おがさわら丸
入港日（１６：００）

２
月
７
日
（
水
）　
　
　

〜
４
月　

日
（
土
）

２８

３
月

くじら博士のナイトレクチャービジターセンターおがさわら丸入
港翌日（１９：３０）

郷土芸能ミニステージ船客待合所おがさわら丸
出港日（１３：００）

メインイベント（Ｔシャツコンテスト、
郷土芸能など）おまつり広場３月１７日（土）

１８：００

東京都レクレーション協会
０４２４－９０－００１２

懐かしい童謡唱歌を歌いながら廻りま
す。

三原山と大島公園を廻りま
す。

三原山ハイキングと伊豆大
島童謡唱歌の集い３日（土）

（社）大島観光協会
０４９９２－２－２１７７

地元愛好家、島外参加者との交流親善
囲碁大会開発総合センター（元町）都知事杯争奪囲碁大会３日（土）～

４日（日）

日の出町商工会
０４２－５９７－０２７０

商業部会員等による即売会。普段、お
店で販売している商品を格安で提供。

ひのでグリーンプラザ駐車
場ひので朝市１７日（土）

産業祭実行委員会
０４９９６－２－１２２１

漁業・農業・商工業者による特産物等
の展示、販売

八丈町コミュニティーセン
ター八丈島産業祭１７日（土）～

１８日（日）

東海汽船予約センター
０３－５４７２－９９９９

ミス大島、椿の女王をモデルに撮影会
を実施

波浮港（１１：２０～１２：００）
大島公園（１３：００～１４：３０）ミス大島・椿の女王撮影会２１日(水）

羽村市観光協会 
（羽村市商工会内）
０４２－５５５－６２１１

□さくらまつりでは、玉川上水沿いに
咲く桜と羽村堰との調和が楽しめます。
□チューリップまつりでは、２０品種３６
万本のチューリップを満喫できます。

□さくらまつり（３月２３日～
４月１０日）・羽村堰周辺
□チューリップまつり（４月
１１日～２２日）・根搦み前水田

はむら花と水のまつり　　２３日（金）～
４月２２日（日）

主催：ＪＲ東日本他
協力：武蔵村山市商工会

ウォーキングイベント（箱根ヶ崎駅～
武蔵村山市内～上北台駅）武蔵村山市内「羽村山口軽便鉄道」廃線

跡と武蔵村山里山散策２４日（土）

（社）大島観光協会
０４９９２－２－２１７７

標高差５００㍍の大島１周１００㌔を走りま
す。大島１周と三原山へウルトラランニング大会２４日（土）

新島風神組
０４９９２－５－１１１１

鑑賞する芸能文化から参加する芸能文
化へ　和太鼓の競演新島高等学校体育館〔風の祭り２００７〕

from Niijima２５日（日）

（社）大島観光協会
０４９９２－２－２１７７

椿まつり風景、椿の花、大島の風景の
写真を応募してください。元町港船客待合所椿まつり写真コンクール

（都知事杯）
１月２８日（日）～
４月１０日（火）

ふっさ桜まつり実行委員会
（福生市役所）
０４２－５５１－１５１１

太鼓、ジャズ演奏、民謡パレードなど
のイベント

永田橋～睦橋の多摩川堤防
沿いふっさ桜まつり　　３０日（金）～

４月８日（日）

くにたちさくらフェス
ティバル実行委員会

（国立市産業振興課商工係内）
０４２－５７６－２１１１
（内線１４７）

３０回記念イベント開催谷保第三公園くにたちさくらフェスティ
バル

　　３１日（土）～
４月１日（日）

瑞穂町観光協会
０４２・５５７・３３８９

野点、お囃子、大道芸、ハイキングラ
リー六道山公園第２９回さくらまつり１日（日）

４
月 風のおわら実行委員会

０４２・５７０・０１４４町流し、演舞羽村市生涯学習センター　
ゆとろぎ周辺風のおわら１４日（土）


